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廃棄物処理先進事例調査

平成29年１月27日14：00より埼玉県深谷市にある株式会社シタラ興産（サンライズFU

KAYA工場）に訪問し、20回目となる本会再生処分部会の先進事例調査として相応しい、

世界でも５例目、国内の中間処理施設では第１号となる人工知能を搭載した高性能選別ロ

ボットシステム、通称「ＺＲＲ（ゼンロボティクスリサイクラー）」を見学しました。

第20回
株式会社シタラ興産

サンライズFUKAYA工場
■概 要

会 社 名 株式会社シタラ興産

代 表 者 代表取締役 設楽 竜也

本 社 所 在 地 埼玉県深谷市折之口1788ー１

設 立 1977年

資 本 金 1,000万円

従 業 員 数 80名

施 設 の 概 要

・種 類 屋内型混合廃棄物選別施設

・所 在 地 埼玉県深谷市折之口1977

・竣 工 平成28年５月14日

・総合処理能力 約2,000ｔ／24ｈ

・備 考 平成28年度ロボット導入実証事業認定工場

（経済産業省ロボット政策室）
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■ロボット導入のきっかけ

少子高齢化による慢性的な人材不足が産業廃棄物処理業界でも大きな課題となっている中、その課題の

解消とともに、手選別という単調な作業から従業員を解放し、能力や要望に合った業務に配置させたいと

長年考えていた設楽代表は「自動選別化」をずっと考えていた時期に、偶然閲覧したYOUTUBEにフィン

ランドのロボットベンチャーZenRobotics社が開発した産業廃棄物の自動選別ロボット「ＺＲＲ」の動

画が目に入る。

「自動選別化」を考えていた設楽代表にとって、このYOUTUBEの動画は衝撃的なものであったが、選

別速度のあまりの速さに「早送りしているのではないか？」と疑い、社員を連れて実際にフィンランドま

で見学しに行ったそうだ。

本部会でも、訪問以前から、ロボットによる選別速度の速さについて期待と不安が混在していたが、訪

問当日、実際にＺＲＲを拝見し、その速さに不安はすべて期待へと変わった。
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塩見部会長の挨拶

■ZRR（ゼンロボティクスリサイクラー）

ＺＲＲは、ＡＩ（人工知能）を搭載し、廃棄物の種類や位置、形状を認識する識別センサーと対象物を

掴む２本のロボットハンド（最大３本まで設置可能）によ

り構成されている。

日本の廃棄物は他国に比べ細かく多種多様であるため、

ロボットハンドの形状が日本仕様（挟み込む形状）に変更

されており、細かい廃棄物でも掴むことができるになって

いる。廃棄物が流れるベルトコンベアをゲートのように跨

ぐ形で配置されており、これを２機導入しているのは世界

でも同社が初めてである。

今後、日本では千葉県と熊本県の同業者で導入予定となっ

ている。

左写真奥に識別機、手前にロボットハンド２本があるが、

識別機ではベルトコンベアで流れてくる廃棄物を、①色、

②距離、③形状、④金属探知の４つのセンサーにより種類

を判定。判定後、ロボットハンドが最適に掴める角度と位

置を計算。

事前にロボットハンドで把持する種類を入力しておき、

ZRRの高速選別に驚く部会員
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指定された種類の廃棄物のみをロボットハンドが把持。把持された廃棄物はベルトコンベアの両端に配置

された投入口へ投入（指定した種類の廃棄物を、いずれの投入口へ投入するかについても事前に入力し、

認識している）。

性能については、人力（手選別）によるベルトコンベアの限界速度10cm／秒の12倍の当たる1.2ｍ／秒

となっており、最大で幅50cm、質量20kgまでの廃棄物を把持することができる。平均５kgの廃棄物を選

別した場合、１本のロボットハンドで最大10ｔ／時間程度の選別が可能であり、今後さらに大きな物や重

量物を把持できるようになるそうだ。

一方、「大きな物や重量物が掴めるようになったとしても、機械を取り替えるのに莫大な費用がかかる

のではないか？」という疑問が沸き上がってくるが、ロボットハンド等はパーツごとに細かく分かれてお

り、必要箇所だけを取り替えることにより最小の費用で済むように設計されているのもＺＲＲの特徴であ

る。

取りきれなかった廃棄物や種類判定ミスに関する情報をデータとして蓄積し、週に僅か10分程度の学習

を行って自ら修正することにより、さらに高度な選別が可能となる。まさにＡＩ（人工知能）になせる業

と言える。こうした毎日の学習データはオンラインで同社とZenRobotics社（フィンランド）の間で共

有され、また他国でＺＲＲを導入している企業の

学習データもインターネット経由で共有し活用す

ることができる。

廃棄物の形状は多種多様だが、その中でも平ら

な物の把持は、このロボットハンドの形状では難

しい。しかしＺＲＲは、それにも対応している。

識別機により廃棄物の組成を判定、把持する力

や向きを計算し、ロボットハンドが一瞬、ベルト

コンベアを押し込む状態から挟み込むことにより、

把持が可能となっている（下図参照）。なおベル

トコンベアは改良により通常より厚みがあるもの

に仕様を変えており、ロボットハンドが押し込ま

れても傷みにくいようになっている。

ＺＲＲの価格は非公開だが、電気代は１ヵ月当たり約３万円／機。また利用料は、オンラインでの情報

管理やアップデート（新規学習）で１時間につき８ユーロ（約1,000円）ということである。耐用年数は約

10年を見込んでいるそうだが、導入された１機目でも３年しか経過しておらず、未知数である。導入して

約３ヶ月が経過している同社では目立った故障もなく、月に１回程度の簡単なメンテナンス（差し油等）

で順調に稼働しているとのことである。

費用対効果について、ＺＲＲを導入する前は作業員15人配置による７時間稼働の選別ラインを検討して

いたが、仮にＺＲＲを24時間稼働とした場合、その方が費用対効果は高い結果となっている。24時間・週

７日間による効率的な選別を行っても、休憩・休息を要しない点が人間と異なるロボットの大きなメリッ

トと言える。現在は、ＺＲＲが取りこぼした小さなものをピックアップする作業員１人、オペレーター１

人、メカニック（機械点検）１人の計３人配置となっている。

選別の状況を入念に確認する中村部会員
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ＺＲＲの導入部は、上図左下（一点鎖線枠部分）となる。受け入れた混合廃棄物を二軸破砕機により破

砕した物をベルトコンベアに投入、バリオセパレーターにより比重選別され、重量物と軽量物に分けられ

る。分けられた重量物の選別をＺＲＲで、軽量物の選別を人力による手選別でそれぞれ行う。ＺＲＲの導

入により、人力による選別も軽量物のみとなり負担軽減の一役を担っている。

重量物の選別コンベアには段差を設け、廃棄物の塊を崩し、２機目のセンサー（識別機）にかけること

により種類判別の精度を高めている。上図では、①紙くず、②木くず、③がれき類、④廃プラスチック類、

⑤廃石膏ボード、⑥ガラス・陶磁器くずの６種類を選別しているが、前述した学習によりＺＲＲが認識で

きる種類に上限はないとのことである。

宮下部長（右）より、ＺＲＲが認識

できる種類は無限との説明を受け

驚く塩見部会長（左）。写真左奥は、

常務取締役の設楽賢太氏。

（アンダー品）
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■ロボット（ZRR）の導入は、作業環境の改善、

従業員の働きやすい環境へとの思いから…

「私は仕事にやりがいを求めますが、同時に、従業員にも

やりがいを持ってもらいたいのです。20歳で入社し、ひたす

ら選別作業に従事していました。単調な作業を毎日繰り返す

ことにやりがいを見出すことは困難ですし、だからこそＺＲ

Ｒ導入後の今も選別作業をしてくれる従業員の大変さが分か

る。」

社長自ら、今でも選別作業に参加し、従業員とのスキンシッ

プを心がけている。

「ロボットという先進ツールは動脈産業でクローズアップ

されることが多いですが、我々のような静脈産業が積極的に

活用することにより迷惑施設と見られがちな産廃処理施設の

イメージを変えることができ、その結果、従業員が働きやす

い環境にも繋がると思っています。私の後の代になった時に、

産廃処理施設のイメージも従業員の作業環境もホワイト（ク

リーン）になってくれることが理想です。そのためには、業

種に関係なく見学に来られるすべての方に、すべてを見てい

ただきたい。」

そのお言葉どおり本部会もZRRを間近で見せていただき、また質問に対しては丁寧な回答をいただき、

設楽社長の従業員と会社、そして産業廃棄物処理業界の未来に対する熱い思いが感じられた。

■ま と め

日本で前例のない産業廃棄物処理業界への自

動選別ロボット導入をいち早く決断し、作業環

境の改善に努める設楽社長の熱意、またその思

いを共有する関係者の皆様が一丸となって取り

組む姿がひしひしと伝わる先進事例調査となり

ました。またＺＲＲがさらに学習し、より高度

な選別が可能となる将来性を秘めており、数年

後にどこまで進化しているのか、改めて訪問し

たいと感じた施設でした。

最後に訪問にあたり、渋滞で予定時間に遅れ

たにも関わらず誠実にご対応くださった、株式

会社シタラ興産 代表取締役 設楽竜也様、常

務取締役 設楽賢太様、部長 宮下智則様、経理

主任 谷ツ田佑介様、その他スタッフの皆様に

心から御礼申し上げます。

（文責 河野登志夫）

代表取締役 設楽竜也氏

星山副部会長の謝辞




